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令和７年度交流研究員受入れ課題調査表（チーム・班・担当欄に勤務先の記載が無い部署は茨城県つくば市南原1番地6が勤務先となります。）

番号 受入れ部署 課題名 課題の内容
局・部・グループ チーム・班・担当

1
戦略的イ ノ ベーショ ン
研究推進準備事務局

戦略的イ ノ ベーショ ン
研究推進準備事務局

( 勤務先： 東京都千代田区神田相生町
１ 秋葉原セン タ ープレ イ スビ ル４ F）

SI Pスマート イ ンフ ラ マネジメ ント
システムの構築に関するプロジェ ク
ト マネジメ ント

SI Pの課題「 スマート イ ンフ ラ マネジメ ント システムの構築」 において、 PD・ PMと 一
体と なり サブ課題のプロジェ ク ト マネジメ ント を行う 。 産学官連携を図り 、 基礎研究
から 社会実装までを見据えた研究開発を推進。

2 技術推進本部 先端技術
自動施工に関する技術開発（ 自律施
工技術基盤「 OPERA」 の開発含む）
と 、 現場適用に関する研究

自動施工における協調・ 競争領域の整理や自律施工技術基盤「 OPERA」 の機能向上等
に関する研究， また自動施工の現場適応に向けた課題整理と その解決方法等に関する
研究を実施する。

3 技術推進本部 先端技術
災害対応に用いる無人化施工の高度
化に関する研究

災害時に人の立ち入るこ と ができ ない危険な箇所での復旧作業に用いる無人化施工に
関し て、 初動対応時の直接目視による遠隔操作の高度化に関する研究を実施する。

4 技術推進本部 先端技術
土木機械設備に関する維持管理の効
率化・ 高度化に関する研究

土木機械設備の維持管理に関し て、 デジタ ル化やビッ グデータ ・ AI の活用等、 技術者
を支援・ 育成し 、 点検・ 診断を効率化・ 高度化する技術に関する研究を実施する。

5 技術推進本部 先端技術
土木機械設備に関する信頼性向上及
び遠隔化・ 自動化・ 集中管理に関す
る研究

土木機械設備の設計・ 運用に関し て、 災害時の信頼性を向上さ せる技術、 担い手不足
等に対応し た遠隔化・ 自動化技術、 広域的な集中管理・ 一元監視技術に関する研究を
実施する。

6 技術推進本部 先端技術
イ ンフ ラ 管理システムの高度化に関
する研究

道路、 河川等のイ ンフ ラ を管理するために必要なシステム（ CCTV、 管理・ 監視システ
ム等） について、 生成AI 等最新技術を用いた高度化、 省力化に関する研究を実施す
る。

7 地質・ 地盤 地質
地質・ 地盤リ スク マネジメ ント に関
する研究

地質・ 地盤リ スク マネジメ ント 手法の構築に向け、 地質・ 地盤に関するリ スク 事例
（ 例えば斜面変動や軟弱地盤等に関する例） の分析等を行う こ と により 、 地質・ 地盤
リ スク の特定方法等について検討する。

8 地質・ 地盤 地質
自然由来重金属等含有岩石の有効利
用に関する研究

自然由来重金属等を含む岩石の有効利用にあたり 、 重金属等の溶出特性評価や有害鉱
物に関する評価のための岩石・ 鉱物学的検討を行う 。

9 地質・ 地盤 地質
河川堤防基礎地盤の浸透安全性に関
する研究

堤防基礎地盤の浸透安全性評価を目的と し た、 地形・ 地質的視点に基づく 現地調査や
室内実験等を実施し 、 浸透メ カ ニズムに関する検討を行う 。

10 地質・ 地盤 地質 ダム等の岩盤評価に関する研究
ダム事業等で課題と なる既設ダム基礎の地質構造や岩盤強度について適切に調査・ 評
価する手法の検討を行う 。

11 地質・ 地盤 地質
河川堤防および基礎地盤の内部構造
探査に関する研究

河川堤防やその基礎地盤の弱点箇所を把握するため、 砂礫や粘性土の分布を適切に捉
える物理探査等の手法の開発やその適用方法を検討する。

12 地質・ 地盤 地質
物理探査による斜面、 盛土および土
木構造物内部の地下水および剛性の
把握に関する研究

斜面、 盛土および土木構造物の良好な維持管理に必要な、 地下水や剛性率の分布に関
し 、 物理探査等を用いた調査手法の開発やその適用方法の検討を行う 。

13 地質・ 地盤 地質
道路斜面災害危険箇所の抽出・ 評価
手法に関する研究

科学的な道路斜面防災を目的と し て、 豪雨・ 地震等による災害事例、 防災点検・ カ ル
テ点検データ 、 Ｌ Ｐ データ 、 雨量データ 等を調査・ 分析し 、 危険箇所抽出手法、 点
検・ 維持管理・ 対策手法の改良点等を検討する。

14 地質・ 地盤 地質
物理探査による舗装道路およびコ ン
ク リ ート 構造物内部の水分分布の把
握に関する研究

損傷促進要因と なる舗装道路および橋梁床版等のコ ンク リ ート 構造物の内部の水分分
布を、 地中レーダを用いて非破壊で把握する手法の開発を行う 。

15 地質・ 地盤 地質
貯水池地すべり の安全性評価に関す
る研究

貯水池周辺地すべり の安全性評価のため、 地すべり 内地下水位を岩盤性状の分類や解
析等により 、 推定する手法を検討する。

17 地質・ 地盤 土質・ 振動
液状化に関する地盤調査法および構
造物への影響評価法に関する研究

液状化判定法の高度化を図るための原位置液状化試験法の開発を行う と と も に、 各種
構造物に対する合理的な液状化の影響評価のための室内試験データ 分析および数値解
析手法について検討を行う 。

19 地質・ 地盤 土質・ 振動
切土のり 面のリ スク マネジメ ント に
関する技術開発

計画段階から 維持管理までの一貫し た切土のり 面のリ スク マネジメ ント 手法に関する
技術開発のため、 現地調査や数値解析等を行う と と も に、 研究成果の技術基準類への
反映や、 国や自治体への技術的支援を行う 。

20 地質・ 地盤 施工技術
道路の擁壁、 補強土壁等の調査、 設
計、 施工、 維持管理の手法に関する
研究

道路土工構造物の調査、 設計、 施工、 維持管理の手法の充実が求めら れている。 本課
題では、 Co擁壁( ブロッ ク 積含) 、 補強土壁等を対象に、 設計で考慮する状態を整理、
前提条件の明確化し 、 性能評価手法を開発する。

21 地質・ 地盤 施工技術
道路排水施設の設計、 施工、 維持管
理手法に関する研究

豪雨に対し て道路の交通機能を確保する技術（ 構造、 新素材、 ロボッ ト 等） が求めら
れている。 本課題では、 表面排水施設の状態確認のための検知技術、 機能確保のため
の付加構造等に関する研究を行う 。

22 地質・ 地盤 施工技術
デジタ ル技術の活用による盛土材料
の変化の客観的評価手法に関する研
究

I CTを活用し た土工構造物の施工、 維持管理手法の充実が求めら れている。 本課題で
は、 盛土材料の物性と 締固め管理指標と の関係把握、 デジタ ル技術の活用による材料
変化の客観的評価手法の検討を行う 。

23 地質・ 地盤 施工技術
軟弱地盤対策等における調査、 設
計、 施工、 維持管理手法に関する研
究

地質・ 地盤リ スク を考慮し た土工構造物の調査、 設計、 施工、 維持管理手法の体系化
が求めら れている。 本課題では、 軟弱地盤対策における不確実性の評価・ 低減手法
と 、 施工品質向上手法について検討を行う 。

24 地質・ 地盤 施工技術
グラ ウンド アンカ ーの維持管理手法
に関する研究

道路土工構造物の設計、 点検、 維持管理の手法の充実が求めら れている。 本課題で
は、 斜面安定のためのグラ ウンド アンカ ーの不確実性を考慮し た設計手法、 効率的な
点検、 維持管理手法について、 研究を行う 。

18 地質・ 地盤 土質・ 振動

河川構造物の越流・ 浸透・ 耐震・ 維
持管理に関する研究

河川構造物の越流・ 浸透・ 耐震・ 維持管理に係る基準改定に資するため、 被災箇所調
査や模型実験、 試験、 解析、 試設計、 技術相談・ 行政と の意見交換等のアプローチか
ら 、 技術開発を行う 。

高品質な盛土の整備・ 建設発生土の
有効利用等に関する技術開発

大規模地震や豪雨に強い高品質な道路盛土の整備、 建設発生土の道路盛土への有効利
用に資するため、 各種試験、 模型実験、 数値解析等により 技術開発を行い、 技術基準
類への反映や、 国や自治体への技術的支援等を行う 。

16 地質・ 地盤 土質・ 振動
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25 地質・ 地盤 施工技術
道路土工構造物の不確実性を考慮し
たマネジメ ント 手法に関する研究

道路土工構造物は多様で不確実性（ リ スク ） が大き い特性を考慮し 、 調査、 設計、 施
工、 維持管理全般にわたるマネジメ ント 手法の開発が必要である。 本課題では、 マネ
ジメ ント 手法の実務への適用の研究を行う 。

26 流域水環境 流域生態
河川管理の現場における環境DNAの
高度利用および技術の標準化に関す
る研究

環境DNAを活用し た環境評価や外来生物の早期発見等、 河川管理の現場における環境
DNAの高度利用に向けた研究を行う と と も に、 実務の現場への実装に向けた技術の標
準化に取り 組む。

27 流域水環境 流域生態
生態系ネッ ト ワーク を考慮し た流域
環境の保全手法に関する研究

生態系ネッ ト ワーク を考慮し 、 周辺水域も 含めた流域環境の効率的な把握手法を構築
し 、 周辺水域も 考慮し た流域環境の保全手法等について研究を行う 。

28 流域水環境 流域生態
河川環境管理分野への航空レーザ測
量データ 等の活用に関する研究

河川環境管理の高度化を目的と し て、 航空レーザ測量データ や航空写真などを活用し
た河道内植生の現況把握手法や河川物理環境から 河道内植生を群落単位で予測・ 評価
する手法等について研究を行う 。

29 流域水環境 流域生態
治水と 環境の両立し た河道設計のた
めの解析手法に関する研究

航空レーザ測量データ などを活用し て、 治水・ 環境機能の持続性に優れた河道形状設
定のための水理解析手法等について研究を行う 。

30 流域水環境 流域生態
魅力ある持続的な水辺空間形成に関
する研究

魅力ある持続的な水辺空間形成を目的と し て、 民間連携をはじ めと する関係機関連携
の方策検討と 地域特性に応じ た空間整備手法について研究を行う 。

31 流域水環境研究グループ 水質
水環境中の新規汚染物質の影響把握
および低減技術に関する研究

下水等に含まれる規制検討・ 要監視等の化学物質やマイ ク ロプラ スチッ ク 等の新規汚
染物質を対象に、 水生生物や水処理への影響把握およびその影響低減に関する技術の
調査・ 検討を行う 。

32 流域水環境研究グループ 水質
水環境中の化学物質のモニタ リ ング
手法の効率化に関する研究

水環境中の化学物質の効率的なモニタ リ ングのため、 QTOFMS等による一斉分析技術の
下水・ 河川試料等への適用について調査・ 検討を行う 。

33 流域水環境研究グループ 水質
水環境監視におけるリ モート センシ
ング、 ド ローン等の活用に関する研
究

水環境管理で課題と なるアオコ 等の発生や予兆、 栄養塩の挙動等を効率的に監視する
ため、 リ モート センシングやド ローン、 センサー等の活用方策を調査・ 検討する。

34 流域水環境研究グループ 水質
AI 技術や次世代シーケンサーを活用
し た水質測定・ 評価技術に関する研
究

AI 技術や次世代シーケンサーを用い、 ダム貯水池や下水処理場等における水質測定・
評価の迅速化や高精度化、 新たな水質評価手法の開発を試みる。

35 流域水環境研究グループ 水質
水環境中のウィ ルス等の病原微生物
の監視・ 制御技術に関する研究

下水等に存在するウィ ルスや細菌等について、 効率的な監視方法や消毒技術に関する
調査・ 検討を行う 。

36 流域水環境
自然共生研究センタ ー

（ 勤務先： 岐阜県各務原市川島笠田町
官有地無番地）

DXを用いた河川環境の把握・ 目標設
定・ 予測技術に関する研究

河川水辺の国勢調査や衛星・ 航空写真、 ALB等のビッ グデータ を対象に、 機械学習関
連の技術を導入するこ と で河川環境の把握と 評価、 さ ら には環境目標の立案や予測技
術について研究を進める。

37 流域水環境 自然共生研究センタ ー
気候変動を見据えた流量の変動管理
手法に関する研究

渇水を中心に流量の変動性がも つ生物多様性への影響を解明すると と も に、 気候変動
による渇水の深刻化を見据えた上での流量管理手法の提案を行う 。

38 流域水環境 自然共生研究センタ ー
半自動化による河道設計の迅速化に
関する技術開発

機械学習などのAI 技術、 ALB（ 航空レーザ測深） 、 i RI Cソ フ ト ウェ アなどを用い、 河
道地形の半自動化設計に関する技術開発を進め、 設計の迅速化や治水と 環境の同時評
価についての検討を行う 。

39 流域水環境 自然共生研究センタ ー
ダム下流における流量変化が付着藻
類・ 底生動物・ 魚類に及ぼす影響の
予測技術に関する研究

ダム下流を対象に流量変化が付着藻類に及ぼす影響を予測し 、 食物連鎖を介し て底生
動物・ 魚類への波及効果についての検討を行う 。

40 流域水環境 自然共生研究センタ ー
河川景観に馴染む護岸ブロッ ク 判定
に関する技術開発

周辺環境と の調和を目指し た護岸ブロッ ク の評価手法と 、 仮想現実（ VR） などの活用
による景観と の調和に関する判定などについて検討を行う 。

41 流域水環境 自然共生研究センタ ー
流域スケールでの生物多様性の評価
と グリ ーンイ ンフ ラ の導入に関する
研究

生物多様性の向上に貢献する遊水地に関する検討や、 流域治水を進めるう えで生物多
様性と 治水の両方に貢献するグリ ーンイ ンフ ラ について検討を行う 。

42 河道保全 水工
ダム構造物に関する３ 次元数値解析
手法の開発

ダムの全体水理設計、 洪水吐き 、 導流壁、 減勢工における常流と 射流、 水と 空気と 土
砂、 跳水や飛沫など、 混合かつ複雑な３ 次元的挙動を示す流体を適切に表現する計算
手法の研究開発

43 河道保全 水工 ダム貯水地内堆砂管理手法の開発
ダム堆砂の新たな輸送手法・ 技術、 ゲート 排砂、 下流物理環境への影響評価手法に関
する各研究開発

44 河道保全 水工
河川橋梁橋脚の洗掘現象を対象と し
た点検・ 診断・ 措置の充実化

点検： 各洗掘現象（ 河床低下、 局所洗掘等） に対応し た合理的な点検手法選定フ ロー
の確立
診断： 数値計算、 統計処理、 現地計測結果等を基にし た橋脚の被災リ スク 評価
措置： 洗掘対策工の合理的な選定手法等の確立

45 河道保全 水工
土砂バイ パスト ンネル内の土砂流下
によるコ ンク リ ート 損傷対策技術に
関する研究

土砂バイ パスト ンネル内の土砂流下による損傷対策について水理実験及び数値計算に
より 以下を検討する。
・ 第二種二次流を踏まえた損傷メ カ ニズム解明
・ 安定的なト ンネル運用が可能と なる設計・ 維持管理手法の検討

46 河道保全 水工

河川横断構造物（ 固定堰、 床固な
ど） の設計・ 施工過程の合理化にお
ける三次元河床変動解析方法に関す
る研究

・ モデルの整理（ 準三次元計算と フ ル三次元計算に関する整理）
・ 境界条件に対する要求事項の整理（ 鉛直格子の解像など、 三次元計算特有の項目を
検討）
・ 課題の抽出（ モデル、 入力条件の整備状況など） など

47 河道保全 河道監視・ 水文 洪水流量の推定技術に関する研究
河川の流量・ 水位・ 地形等のデータ から 、 水害リ スク ラ イ ンなどの手法を参考に平面
2次元計算により 流量・ 流速を計算し 洪水流の伝播を推定する手法の開発。 及びその
精度向上に必要な新たな水位流量等の観測位置の提案

48 河道保全 河道監視・ 水文 流出解析の高精度化に関する研究
一般的なMPレーダ・ 地上雨量計を入力と し た解析に加え、 危機管理型水位計等の情報
や新し い計測技術により 得ら れる流量も 活用し 、 特に上流域においてより 確から し い
流出量を把握するための流出解析モデルの評価改良

49 河道保全 河道監視・ 水文 流量観測の高精度化に関する研究
流量観測所周辺の流れを3次元乱流モデルで再現し 、 浮子・ 電波・ 画像・ ADCP等の現
地計測データ と 比較し 、 流れの特徴を踏まえた最適な観測手法の提案

50 土砂管理 火山・ 土石流
大規模噴火による長期にわたる広域
降灰時の土石流影響評価に関する研
究

広域降灰後の土石流影響評価のため、 火山泥流の発生・ 流下・ 堆積に関する実験、 現
地観測、 理論、 数値解析による研究を行う 。

51 土砂管理 火山・ 土石流
災害直後の砂防施設の自動点検手法
に関する研究

災害発生直後の砂防施設の緊急点検の省人化・ 迅速性の向上のため、 UAV等で撮影し
た写真を活用し 、 安全・ 迅速かつ低コ スト で点検を行う 手法を研究する。
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52 土砂管理 火山・ 土石流
土石流により 流送さ れる流木の流出
率の変化に関する基礎的研究

近年蓄積さ れている土石流区間から の流木流出実績を整理すると と も に、 水理模型実
験により 、 土石流区間で流木が堆積する条件およびその際の流木流出率について研究
する。

53 土砂管理 地すべり
人的被害をも たら す崩壊性地すべり
の予測手法に関する研究

崩壊性地すべり は、 移動土塊が長距離移動し て広い範囲が被災するこ と があるこ と か
ら 、 崩壊性地すべり の危険箇所抽出手法、 および移動土塊の到達範囲を推定する手法
を開発する。

54 土砂管理 地すべり
変位速度を指標と する地すべり 対策
計画手法に関する研究

地盤伸縮計やアンカ ー荷重計によっ て計測さ れる変位速度を指標と し 、 主要な対策工
（ 抑制工： 地下水排除工、 抑止工： アンカ ー工） を対象と し て地すべり 対策を計画す
る手法を開発する。

55 土砂管理 地すべり
3次元浸透流解析による地すべり の
地下水排除工の効果予測手法に関す
る研究

3次元浸透流解析により 地下水排除工の効果の予測を行う 手法及び効果評価・ 予測を
行いながら 配置計画を順応的に修正し ていく 事業マネジメ ント 手法を検討する。

56 土砂管理
雪崩・ 地すべり 研究センタ ー

（ 勤務先： 新潟県妙高市錦町２ 丁目６
番８ 号）

斜面対策施設の雪崩への効果も 評価
し た雪崩災害ハザード エリ ア評価技
術の開発

Ｕ Ａ Ｖ によっ て撮影し た積雪斜面や雪崩発生前後の写真から 、 Sf m技術を使っ て３ 次
元点群データ を作成し 、 雪崩発生区を特徴づける積雪斜面の地形・ 積雪の判読・ 分析
を行い、 雪崩発生区の範囲の推定手法を検討する。

57 土砂管理 雪崩・ 地すべり 研究センタ ー
斜面対策施設の雪崩への効果も 評価
し た雪崩災害ハザード エリ ア評価技
術の開発

雪崩発生区の推定または現地調査に基づく 発生区データ を用いて、 雪崩の堆積・ 停止
の範囲を推定するシミ ュ レーショ ン手法を検討する。

58 土砂管理 雪崩・ 地すべり 研究センタ ー
雪崩対策施設（ 防護工） の健全度を
評価する手法に関する研究

雪崩対策施設の損傷・ 老朽化の実態を調査し 、 健全度を評価する手法及び点検手法を
検討する。 また、 冬期（ 積雪期） における雪崩対策施設の点検調査の手法を検討す
る。

59 道路技術 舗装
舗装構造の健全性に着目し た点検技
術の信頼性向上に関する研究

本課題では、 舗装構造の健全性評価を効率的に実施可能な「 移動式たわみ測定装置
（ MWD） 」 の本格的な現場実装に向け、 土木研究所所有のMWDを用いて、 MWDの精度向
上や試験法等の課題に関する各種検討を行う 。

60 道路技術 舗装
舗装の損傷原因に応じ た長寿命設
計・ 更新技術に関する研究

舗装構造に起因し て早期劣化する区間が一定数存在し ており 、 舗装点検要領では、 こ
れに対する適切な対応が求めら れている。 本課題では、 早期劣化発生メ カ ニズムに基
づいた既存舗装の性能評価、 修繕設計等を検討する。

61 道路技術 舗装
アスフ ァ ルト 舗装における理論的構
造設計手法の現場実装に向けた研究

わが国のアスフ ァ ルト 舗装は、 経験的手法により 構造設計さ れるこ と が多いため新技
術が採用さ れにく いと いう 課題がある。 本課題は、 現場実装が可能であり 、 新技術に
も 対応可能な理論的構造設計手法を検討する。

62 道路技術 舗装
脱炭素社会の実現に向けたアスフ ァ
ルト 舗装代替材料の開発

カ ーボンニュ ート ラ ル実現に向けて、 舗装では石油由来材料の代替と なる新たな材料
が提案さ れている。 本課題では、 アスフ ァ ルト 代替材料の実道への適用性の検討及び
新材料の環境負荷軽減効果の評価方法を検討する。

63 道路技術 舗装
社会構造の変化に対応し た新し い舗
装再生技術の開発

改質アスフ ァ ルト 舗装の再生技術の確立に向けた混合物性状や配合設計法に関する検
討や、 近年カ ーボンニュ ート ラ ルに貢献する技術と し て期待さ れている中温化合材に
関する検討を行い、 技術基準類等への反映を目指す。

64 道路技術 舗装
コ ンク リ ート 舗装の長寿命化に向け
た構造細目に関する検討

適材適所でのコ ンク リ ート 舗装の普及拡大に向けて、 実道調査や各種の実験、 数値解
析等を通じ て目地や鉄網などの構造細目の効果を検証し 、 より 合理的なコ ンク リ ート
舗装の設計法の提案を行う 。

65 道路技術 ト ンネル
山岳ト ンネルの施工時データ を活用
し た合理的な診断に関する研究

数値解析， 模型実験， 事例調査等により ， ト ンネルの設計･施工時点で考慮すべき リ
スク の分析等を行う こ と で， 維持管理段階での変状発生リ スク の評価手法について検
討する．

66 道路技術 ト ンネル
山岳ト ンネルのイ ンバート の合理的
な設計手法に関する研究

数値解析， 模型実験， 現地計測等により ， イ ンバート および覆工構造の耐荷力等の評
価手法を検討すると と も に， 盤ぶく れ変位量の予測手法を検討するこ と でイ ンバート
の合理的な設計手法を構築する．

67 道路技術 ト ンネル
ト ンネルの補修・ 補強工法の耐荷力
特性等の評価手法に関する研究

ト ンネルの補修・ 補強工法に関する力学的挙動や耐久性等のメ カ ニズムを明ら かにす
ると と も に， それら の設計・ 施工・ 維持管理における着眼点およびその評価手法につ
いて検討する.

68 道路技術 ト ンネル
山岳ト ンネルの二重支保工の設計に
関する研究

文献調査， 現場計測データ 分析， 数値解析等により ， 不良地山において二重支保工を
採用するこ と の妥当性や， 合理的な設計・ 施工法について検討する．

69 道路技術 ト ンネル
既設ト ンネルの変状を診断するエキ
スパート システム構築に関する研究

既設ト ンネルの変状原因の推定や健全性の診断等に関し て熟練技術者の経験知を整理
分析し たり ， 数値解析・ 模型実験により 変状現象の進展を解明する。 こ れら の取組み
を踏まえ， 診断エキスパート システムを構築する。

70 道路技術 ト ンネル
シールド ト ンネルの点群時データ 等
を活用し た合理的な維持管理に関す
る研究

シールド ト ンネルの点群データ ， 施工時データ 等を整理すると と も に、 変状実態と の
関連性について分析する。 維持管理に有用と 考えら れる情報について検討する。

71 水災害 リ スク マネジメ ント
民間企業における防災投資促進のた
めのリ スク コ ミ ュ ニケーショ ン手法
の開発

民間企業の経営意思決定プロセスについて分析し 、 気候変動に伴う 洪水等の水災害リ
スク 上昇に対する自社防災の投資行動を促すためのリ スク コ ミ ュ ニケーショ ン手法を
開発する。

72 水災害 リ スク マネジメ ント
仮想洪水体験システムを用いたリ ス
ク コ ミ ュ ニケーショ ン手法の開発

仮想洪水体験システムにメ タ バース技術を適用し 、 避難訓練ゲームを用いた洪水学習
等のリ スク コ ミ ュ ニケーショ ン手法を開発する。 その際、 体験会等を通じ て住民等の
避難行動に際し ての心理プロセスも 分析する。

73 水災害 リ スク マネジメ ント
不確実性を付し た洪水予測情報発信
手法の開発

洪水時の意思決定支援を目的と し て、 洪水予測情報と と も にその不確実性を発信する
手法を開発する。 それに伴い予測情報の受け手側が可能と なる適時判断や対応行動を
明ら かにし 、 創出さ れる社会的便益を分析する。

74 水災害 ハザード
洪水予測に基づく 既設ダム等の治水
機能の強化・ 発現に関する研究

地表面での水・ エネルギー収支と 降雪・ 積雪・ 融雪を考慮し た分布型流出モデル、 ア
ンサンブル予測降雨を用いたダム流入量予測システムやダムの効率的運用手法等に関
する研究を行う 。

75 水災害 ハザード 流域治水の計画策定支援技術の開発
将来の気候条件に加え、 都市排水・ 流域対策等を考慮し た降雨洪水氾濫モデルを改良
する研究を行い、 流域治水の計画策定を支援する。

76 水災害 ハザード
中小河川から 中下流域における土
砂・ 流木・ 洪水氾濫等ハザード 想定
技術の開発

流域スケール、 局所スケールの土砂水理モデルを用いて、 砂州動態、 橋脚洗堀と いっ
た河川流域の様々な課題に適用可能な土砂・ 流木・ 洪水氾濫等浸水想定技術を開発す
る。

77 橋梁構造 基礎班
多様な現場条件に対応し た道路橋基
礎の耐震補強技術に関する研究

道路橋基礎の耐震補強と し ての構造系補強技術（ 増し 杭補強等） において、 現場条件
に対応し て合理的に設計及び施工を行う ために共通し て解決すべき 課題（ 群杭効果
等） について検討する。
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78 橋梁構造 基礎班
地盤改良工法の要求性能に対する評
価手法に関する研究

各種地盤改良工法について、 道路橋基礎の耐震補強に適用する上での要求性能を明ら
かにするこ と を目的と し 、 耐荷機構や基礎と の相互作用特性、 外的・ 内的安定、 動的
応答特性等について検討する。

79 橋梁構造 基礎班
河川洗掘に対応し た橋梁下部構造の
予防保全型メ ンテナンスに関する研
究

洗掘に対する橋梁の予防保全型のメ ンテナンスサイ ク ルを構築するため、 河床状態把
握手法、 局所洗掘・ 河床低下メ カ ニズム及び予測手法、 予防保全的な対応が必要な判
断基準や対策工法を検討する。

80 橋梁構造 基礎班
基礎地盤の変状を考慮し た橋台の設
計法に関する研究

基礎地盤の変状等に伴う 橋の機能低下を生じ にく く する橋台の設計法を提案するた
め、 多様な背面構造も 考慮し た耐荷性能の検証方法や変状発生時の早期機能回復方法
等を検討する。

81 橋梁構造 基礎班
新技術導入に対応し た基礎の性能検
証方法構築に関する研究

橋梁基礎で新技術が積極的に活用さ れるよう 、 新技術導入に対応し た基礎の持つ特性
を適切に検証する方法の構築を行う 。

82 橋梁構造 耐震班
リ スク マネジメ ント に基づく 道路橋
の耐震設計法に関する研究

道路橋の耐震設計には、 作用、 応答推定、 抵抗の各部分に不確定性があるこ と を踏ま
えて、 様々なリ スク 要因への対策を総合的にマネジメ ント するための体系的な検討と
対策技術の開発を行う 。

83 橋梁構造 耐震班
上部構造の塑性化を考慮し た耐震設
計法に関する研究

上部構造に塑性化を考慮し た耐震設計を行う 際に、 橋梁形式と 塑性化を考慮する部材
に応じ て、 適切な応答推定手法を提案すると と も に、 部材特性に応じ て配慮するべき
課題を整理する。

84 橋梁構造 耐震班
マルチハザード を想定し た道路橋の
耐震設計法に関する研究

地震と 同時、 或いは前後し て断層変位、 斜面崩壊等、 津波、 洪水、 雪崩などのハザー
ド が発生するこ と を想定し た道路橋に対する作用の設定方法、 応答推定方法、 要求性
能の設定方法等を開発する。

85 橋梁構造 耐震班
エネルギー吸収を考慮し た道路橋の
耐震設計法に関する研究

性能規定型設計基準を前提と し て、 部材によるエネルギー吸収や塑性化を普遍的に考
慮するための設計体系、 考慮するべき 条件の設定方法、 設計を成立さ せるための前提
条件、 不確実性の考慮方法等を提案する。

86 橋梁構造 耐震班
地震後の道路橋損傷の迅速な調査・
診断方法に関する研究

道路橋の震後の迅速な機能回復、 交通開放のために必要な点検診断技術について、 ス
ク リ ーニングのための要件および残存性能評価のための要件を設定し 、 適切な診断技
術を選定するための評価技術を開発する。

87 橋梁構造 耐震班
予防保全を可能と する支承の点検・
診断方法に関する研究

鋼製支承およびゴム支承の残存性能の評価方法の開発、 及び損傷・ 劣化メ カ ニズムに
基づく 予防保全を行う ための定量的な評価方法の開発を行い、 診断支援システムに反
映する。

88 橋梁構造 耐震班
道路橋の地震による損傷の制御に関
する研究

大規模地震に対し ては、 一定の損傷を許容する設計方法が一般的であるが、 その損傷
箇所や損傷モード 等による地震後の点検や機能回復の難易度を考慮し 、 それら を制御
するための方法を提案する。

89 橋梁構造 鋼橋班
3次元挙動を考慮し た信頼性の高い
新設橋の設計手法の開発に関する研
究

載荷実験及びFEM解析等により 鋼桁橋の3次元的な挙動を適切に評価し 、 疲労耐久性や
耐震性に優れる構造、 局部応力や上部構造全体を評価でき るモデル化手法等の検討を
行う 。

90 橋梁構造 鋼橋班
鋼橋の予防保全型メ ンテナンスに向
けた高耐久性鋼材を活用し た措置技
術に関する研究

耐久性に優れるステンレスを鋼橋に適用するための耐荷力設計及び耐久性設計の確立
に向けて、 載荷実験、 FEM解析、 実橋環境での暴露試験等の各種検討を行う 。

91 橋梁構造 鋼橋班
鋼橋の予防保全型メ ンテナンスに向
けた点検の高度化・ 省力化に関する
研究

鋼橋における目視により 内部の状態把握が困難なケーブル等の部材や桁端部等の狭隘
部の点検技術、 UAV等で取得し た画像データ を活用し た点検の省力化手法の検討を行
う 。

92 橋梁構造 鋼橋班
多様な材料の特性を活用し た鋼橋の
補修補強設計に関する研究

高強度鋼材や軽量で施工性に優れるFRP等の材料特性を活かし た腐食や疲労損傷が生
じ た鋼部材の補修補強法や鋼部材の耐震補強工法の提案に向けて、 載荷実験、 FEM解
析、 部分係数試算等の検討を行う 。

93 橋梁構造 鋼橋班
環境作用及び持続荷重を受ける鋼部
材の耐久性設計の部分係数化に関す
る研究

耐候性鋼材の実橋環境条件データ を収集・ 分析し 耐久性設計の部分係数化に向けた検
討を行う 。 実橋及び試験によるボルト 軸力の経時変化に関するデータ を収集分析し 信
頼性評価を行う 。

94 橋梁構造 鋼橋班
診断AI システムの構築と 診断の信頼
性向上に関する研究

橋の損傷メ カ ニズムに基づく 信頼性の高い診断方法の確立と 、 橋の診断業務を支援す
るための点検・ 診断・ 措置の一連の技術情報に基づいた診断AI システムの構築に向け
た検討を行う 。

95 橋梁構造 コ ンク リ ート 班
コ ンク リ ート 橋の塩害に対する予防
保全型メ ンテナンスに関する研究

コ ンク リ ート 橋の塩害の予防保全型メ ンテナンスの実現に向け、 コ ンク リ ート 表面や
内部の塩分濃度を計測する非破壊・ 微破壊技術、 塩害と ASRの複合劣化のメ カ ニズム
や措置方法等について実橋調査により 検討する。

96 橋梁構造 コ ンク リ ート 班
RC床版の土砂化に対する予防保全型
メ ンテナンスに関する研究

RC床版の土砂化の予防保全型メ ンテナンスの実現に向け、 土砂化の一因である床版上
面の滞水を検知する技術の開発、 撤去部材を活用し た土砂化メ カ ニズムの検討、 土砂
化が生じ た床版の措置方法の提案等を行う 。

97 橋梁構造 コ ンク リ ート 班
コ ンク リ ート 橋の再劣化防止に向け
た効果的な補修補強設計法の構築に
関する研究

FRPにより 補強さ れたコ ンク リ ート 橋の劣化事例の分析にも と づき 再劣化を防止する
ための設計施工の留意事項を整理すると と も に、 模擬試験体の載荷実験を通じ て補強
効果や補強後の耐荷力の評価方法等を検討する。

98 橋梁構造 コ ンク リ ート 班
コ ンク リ ート 橋の上部構造全体の安
全性を評価し た設計法の構築に関す
る研究

波形鋼板ウェ ブ橋や箱桁橋等のコ ンク リ ート 橋の上部構造の耐荷機構の整理や過去の
損傷事例の分析、 3次元FEMによる立体挙動の解析等を行い、 コ ンク リ ート 橋の上部構
造の安全性を評価する設計法を提案する。

99 材料資源 資源循環担当
下水道材料の劣化状況診断及び劣化
防止対策の工法・ 材料等に関する研
究

下水処理施設、 排水設備のコ ンク リ ート 及びその防食材料について、 有機酸による劣
化等に関する研究を行う 。 また下水管の劣化対策と し て提案さ れている工法・ 材料等
について、 利用環境の影響等に関する研究を行う 。

100 材料資源 資源循環担当
下水道材料の劣化メ カ ニズム及び耐
久性評価に関する研究

下水処理施設のコ ンク リ ート 及びその防食材料について、 有機酸等による劣化挙動、
その耐久性評価方法等に関する研究を行う 。 また、 下水道管路の更生工法について、
耐久性評価等に関する研究を行う 。

101 材料資源 資源循環担当
下水処理場における有機資源活用の
拡大及び脱炭素化手法に関する研究

下水処理場内での下水汚泥、 地域バイ オマス、 下水中の有機物等の有機資源の有効利
用、 利用拡大の障害と なり う る要因の除去、 処理場の脱炭素化手法等に関する研究を
行う 。

102 材料資源 汎用材料担当
未利用資源のコ ンク リ ート 骨材への
有効利用に関する研究

再生骨材や各種スラ グ骨材等， 特殊な骨材を用いた場合のコ ンク リ ート の耐久性への
影響評価に関する研究を行う 。

103 材料資源 汎用材料担当
コ ンク リ ート 工の品質管理省力化に
関する研究

画像解析技術や各種センサなどを用いたコ ンク リ ート 工の施工中の品質管理の省力化
や， 施工の省力化に資する高流動性のコ ンク リ ート の品質評価・ 施工管理手法に関す
る研究を行う 。

4 / 5



別添

令和７年度交流研究員受入れ課題調査表（チーム・班・担当欄に勤務先の記載が無い部署は茨城県つくば市南原1番地6が勤務先となります。）

番号 受入れ部署 課題名 課題の内容
局・部・グループ チーム・班・担当

104 材料資源 汎用材料担当
コ ンク リ ート 構造物の予防保全型メ
ンテナンスに関する研究

RC床版の土砂化の進行性調査手法及び補修方法， コ ンク リ ート 構造物の塩害の早期検
知など， コ ンク リ ート 構造物の調査技術， 対策技術に関する研究を行う 。

105 材料資源 汎用材料担当
樋門等河川構造物のメ ンテナンスサ
イ ク ル構築に関する研究

樋門等の点検データ から 損傷原因を分析し ， 対策の要否・ 選定手法を整理し て， 点検
結果に基づく 診断を補助するエキスパート システム構築や， 水の影響排除が困難なコ
ンク リ ート 部材の補修技術に関する研究を行う 。

106 材料資源 汎用材料担当
防錆性を有するコ ンク リ ート 補修材
料に関する研究

塩害を受けたコ ンク リ ート 構造物の断面補修工法に用いら れる補修材料に関し て， 鋼
材の防食性に着目し た評価手法に関する研究を行う 。

107 材料資源 先端材料・ 高度化担当
舗装用アスフ ァ ルト の代替材料に関
する研究

舗装用アスフ ァ ルト の代替材料の性状評価や再生技術への適用性検討、 代替材料の二
酸化炭素排出量削減効果の評価方法の開発を行い、 カ ーボンニュ ート ラ ルの実現に向
けた舗装材料に関する研究を行う 。

108 材料資源 先端材料・ 高度化担当
社会構造の変化に対応し た舗装再生
技術に関する研究

重交通路線等に対応し た再生アスフ ァ ルト の性状評価や、 プラ ント 減少に対応し た舗
装再生技術の評価方法、 長期耐久性などに関する研究を行う 。

109 材料資源 先端材料・ 高度化担当
舗装の水浸破損対策の工法・ 材料に
関する研究

舗装の水浸破損対策の研究と し て、 浸透水の調査法、 目地やひび割れの止水技術、 層
間接着材料、 剥離抵抗性に優れた舗装材などの調査研究を行う 。

110 材料資源 先端材料・ 高度化担当
コ ンク リ ート 構造物の補修・ 補強材
料に関する研究

連続繊維シート 補強材、 粘着シート 補修材などによるコ ンク リ ート 補修・ 補強材料に
ついて、 性能評価、 耐久性などに関する研究を行う 。

111 材料資源 先端材料・ 高度化担当 橋梁の新し い防食塗料に関する研究
水性塗料や無機系塗料等の新し い防食塗料について、 鋼橋塗装への適用性を評価する
ための試験評価方法の研究や、 現場施工性の改善に向けた技術開発等に取り 組む。

112 材料資源 先端材料・ 高度化担当
河川護岸鋼矢板のメ ンテナンス技術
に関する研究

汽水・ 淡水域における河川護岸鋼矢板の腐食特性に関する調査研究、 腐食し た鋼矢板
の残存性能の評価方法や寿命予測方法の開発、 補修技術に関する検討などを行う 。

募集課題　合計１１２課題
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